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連載漫画ネタ募集のお知らせ

編集委員会では連載漫画用のネタを募集しております．
日常で感じた漫画化してほしい「IT あるある」ネタを以下の投稿フォームからお気軽に投稿してください．
単純なネタ，ストーリーのどちらでも結構です．またフォームの中でコマ割の希望を文章で書いていただいてもかまいません．
　　例：（説明：2 のべき乗が好き）
　　　　1 コマ目：受付番号 256 番，2 コマ目：お会計 1,024 円，
　　　　3 コマ目：宝くじ 4294967296（2 の 32 乗），4 コマ目： 上司から「会社辞めないで～」（オチ）

連載漫画ネタ募集のお知らせ（IT あるあるネタ投稿用フォーム）
https://www.ipsj.or.jp/magazine/itaruaru.html

ラフ案の画像（簡単なものでかまいません）をお送りいただくこともできます．
画像の場合はお手数ですが，ネタの説明とともに情報処理学会 会誌編集部門（editj@ipsj.or.jp）までメールでお送りください．

みなさまからの楽しいネタの投稿をお待ちしております．

※ お送りいただいたネタは原案とし，作品の著作権は情報処理学会に帰属するものとします．



今月の会員の広場では，9月号へのご意見・ご感想を紹介い
たします．まず，巻頭コラム「伝わらなければ意味がない」
については，以下のようなご意見・ご感想をいただきました．

■情報処理というとテクノロジーに固執しがちだが，最
終的にどう伝えるかというライターの視点に共感できた．	
	 （伊藤　誠）

■結城さんの記事や書籍は常に読み手を意識しており，
我々の良きお手本である．	 （匿名希望）

報告「未踏の第 21期スーパークリエータたち」については，
以下のようなご意見・ご感想をいただきました．

■この報告の中で紹介されたものをいくつか特集で取
り上げて，テーマに関連する周辺の活動状況など掘り
下げて展開すると，幅広く役立つ知識になることが期
待できると考える．	 （生駒勝幸）

■日本の IT人財をもっとたくさん発掘して，彼らを中心と
して日本の IT 発展を牽引してほしいです．	 （匿名希望）

■各クリエータたちのこだわりと技術力の高さが伝
わってきてとても興味深かったです．売れる技術にする
ためにはまだもう 1 つ壁があるかもしれませんが，グ
ローバルに売れる技術にまで育ってほしいな，と思い
ました．	 （匿名希望）

特別解説「いまさら聞けないマイナンバー」については，
以下のようなご意見・ご感想をいただきました．

■もっと突っ込んでほしかった．	 （高橋尚子）

■マイナンバーに関してはいよいよ利用が開始される
時期で，非常にタイムリーな記事でした．	（阿部一晴）

小特集「ウェアラブル・ユビキタスコンピューティング研
究の最新動向」については，以下のようなご意見・ご感想
をいただきました．

「1．加速度センサだけじゃない！　これからのウェア
ラブル行動認識」
■将来的に可能性を感じている，利用者やデバイスの

置かれた周囲の状況（コンテクスト）活用の実現に向
けて，最近のトレンドや活動認識の考えなど共感でき
る部分が多く参考になった．	 （生駒勝幸）

「4．都市空間センシング技術とその応用」
■やや伝わり辛い表現でした．	 （匿名希望）

「5．ユビキタス＆ウェアラブルのためのユーザインタ
フェース動向」
■ UI/UX が話題になっている現状において，ユビキタ
ス＆ウェアラブルならではのユーザインタフェースに
ついてもう少し踏み込んで，「考え方」や「実例」につ
いて取り上げてもらえると良かった．	 （生駒勝幸）

■問題意識について，英語論文の有無より標準化戦略
に絡めて説明してもらう方が分かりやすい気がした．	
	 （高橋雅彦）

「7．いよいよ本気でユビキタスヘルスケア」
■最後の章，ヘルスケアの分野におけるターゲット，
アーリーアダプタは誰なのかという話が身につまされ
て印象的でした．仕事や研究の手段だったものに，近
い将来，老後の健康や介護の支援でお世話になること
でしょう．	 （匿名希望）

「8．ユビキタス＆ウェアラブルのルーツは日本にあった !?」
■埋もれていた研究を知ることができて興味深かった
です．	 （匿名希望）

■英語で論文を書くべきだとは思うが，同じ内容を日
本語でも読めれば，日本全体の技術力の向上につなが
るようにも思います．	 （匿名希望）

小特集「クラウドソーシングの現状と可能性」については，
以下のようなご意見・ご感想をいただきました．

■クラウドソーシングの利用を検討していたので，参
考になりました．ありがとうございます．	（加藤雅彦）

「2．マイクロタスク型クラウドソーシングの現状と課題」
■オーナーの質問設定に対する課題などについては，
教育現場での学生に対する課題や試験問題などの出題，
設定と相通じるところがあり，興味深く読ませていた
だきました．	 （匿名希望）

「4．クラウドソーシング研究のディシプリンとは？」
■分かりやすくまとめてあるのだが，IT 分野の人だけ
で議論するのは視野が狭いのではないかと感じた．
	 （匿名希望）

教育コーナー「ぺた語義：組込みシステムアーキテクト養成プ
ログラム」については，以下のようなご意見・ご感想をいた
だきました．
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皆様にとって会誌をより役立つものとするため，
　・記事に対する感想，意見　・記事テーマの提案　・会誌または学会に対する全般的な意見，提言
　・その他，情報処理技術についての全般的な意見，提言
など自由なご意見，ご感想をお待ちしております．
なお，「道しるべ」については
<URL：http://www.ipsj.or.jp/magazine/sippitsu/michishirube.html> で
これからのテーマ案を募集しており，いただいたご意見をまとめております．
※ ご意見，ご感想を会誌に掲載させていただいた方には薄謝または記念品を進呈いたします．

掲載に際しては，編集の都合上，ご意見に手を加えさせていただくことがありますので，あらかじめ
ご了承ください．	 なお，意見の投稿に伴う，住所，氏名，所属などの個人情報については，学会の
プライバシーポリシーに準じて取り扱いいたします．
<URL：http://www.ipsj.or.jp/privacypolicy.html>

応募先　　〒 101-0062　東京都千代田区神田駿河台 1-5　化学会館 4F　
　　　　　一般社団法人　情報処理学会　会誌編集部門　
　　　　　E-mail	:	editj@ipsj.or.jp　Fax	(03)	3518-8375　
　　　　　http://www.ipsj.or.jp/magazine/enquete.html

ご意見をお寄せ
ください！

これらのコメントは Web 版会員の広場「読者からの声」< URL : http://www.ipsj.or.jp/magazine/dokusha.html > にも掲載しています．Web 版では，紙
面の制限などのため掲載できなかったコメントも掲載していますので，ぜひ，こちらもご参照ください .
会誌や掲載記事に関するご意見・ご感想は学会 Web ページでも受け付けております．今後もよりよい会誌を作るため，ぜひ皆様のお声をお寄せください．

■組込みシステムアーキテクトについて，参考になり
ました．組込みシステム関連の話題について，企業や
大学でどのように教育しているのか興味があります．	
	 （匿名希望）

トピックス「研究会推薦博士論文速報」については，以下の
ようなご意見・ご感想をいただきました．

■教育研究機関ではなく，実務機関に所属する研究者
にとって，意味がある記事であるとは思われない．博
士の学位があるからといって，実務において有能であ
るとは必ずしも言い切れない．	 （水野光朗）

■数が多く，かつそれぞれの記載が少ないため，内容
が理解できない．	 （西澤　格）

学会活動報告「情報技術の国際標準化と日本の対応」につい
ては，以下のようなご意見・ご感想をいただきました．

■顔認証の動向については非常に興味深く拝見しました
が，あまりにも唐突すぎると感じました．内容に入る前
に，情報規格調査会がどのような目的を持つのか，役割
を担っているか，などの導入があると良かったです．	
	 （齋藤康之）

■グローバルに対応するとは，規格や各国の法令を尊
重し，順守をすることでもあります．このような記事
こそ，会誌のような媒体でもっと広めるべきと思いま
す．また，こういった根拠を背景に社会に導入される
さまざまな「システム」について，世間一般に「分か
りやすい解説」をすることも学会の務めではないでしょ
うか？	 （高橋尚子）

連載漫画「IT日和」については，以下のようなご意見・ご感
想をいただきました．

■「IT 日和」が開始され，会誌を読む楽しみがさらに
増えたように感じます．今後に期待します．
	 （匿名希望）

会誌の内容や今後取り上げてほしいテーマに関して，以下の
ようなご意見やご要望をお寄せいただきました．今後の参考
にいたします．

■何を意味しているのか分からない図の存在が気にな
ります．まさに，巻頭コラム「伝わらなければ意味が
ない」と思います（以前に比べると，意味不明な図は減っ
たようには思いますが）．	 （齋藤康之）

■人工知能関連のテーマを取り上げてほしい．
	 （山根　智）

■大学，大学院で，技術系ではない教育を受けられた
のに，現在，情報処理の最先端で御活躍されていらっ
しゃる方々の研究活動の状況などが分かるとありがた
いです．	 （早貸淳子）

■たまには趣向を変えてダークなテーマに関する覆面
座談会のようなコーナーがあってもよいと思う．
	 （高橋雅彦）

【本欄担当　中島　悠，古宮嘉那子／会員サービス分野】
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読後のご意見をお送りください

　本誌では，現在約 120 名の方々に毎号のモニタをお願いしておりますが，より多くの読者の皆さんからのご意見，

ご提案をおうかがいし，誌面の充実に役立てていきたいと考えておりますので，毎号巻末に掲載しております所定の

用紙または Web ページ（http://www.ipsj.or.jp/magazine/enquete.html）をお使いいただき，奮って事務局までお寄せ

ください．

　　一般社団法人 情報処理学会　会誌編集部門　E-mail: editj@ipsj.or.jp　Fax(03)3518-8375
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情報処理学会の会員になりませんか！

■活動の概要

一般社団法人 情報処理学会は、IT に関する専門家集団として健全な情報化
社会の実現に向けて、学術・文化・産業等の多方面に貢献しています。

最新技術を紹介する会誌「情報処理」が毎月お手元に届きます（ジュニア会員は電子版のみ）。

○出版活動（学会誌「情報処理」、論文誌、デジタルプラクティス、単行本）の発行、電子図書館への掲載
○各種行事の開催（研究発表会、全国大会、FIT（情報科学技術フォーラム）、シンポジウム、連続セミナー、ソフトウエアジャパン他）
○教育活動（大学の標準カリキュラム策定、JABEE 認定審査、認定情報技術者（CITP）認証、教員免許更新講習）
○国際交流（IFIP への加盟、海外学協会との提携）
○標準化活動
○その他の活動（各種提言・コンピュータ博物館の運営・情報処理技術遺産の認定・表彰・支部活動他）

■会員になるには

■ご入会いただくと、こんな良いことがあります。

「連続セミナー」に会員価格（7,000 円お得）で参加できます。
時代に即しかつ技術の先進性に富んだ内容をテーマに、その分野の第一線で活躍している講師を招いて年数
回にわたり開催しています。2015 年度は「イノベーション最前線：押し寄せる変革の本質を探る」をテーマに、
6 回開催します。

IT Text シリーズ、英文図書 Advanced Information Technology シリーズ、日本のコンピュータ史等

特集：次世代ライブラリ／マルチエージェントシミュレーション／増加する社会インフラを標的としたサイ
バー攻撃／量子コンピュータ／（続）スーパーコンピュータ「京」の利用／第 3 回将棋電王戦を振り返って
／サイバーフィジカルシステム／ビッグデータ：世界を変えていくイノベーションの原動力として／続・ソ
フトウェア工学の共通問題／オリンピックのための情報処理／パーソナルデータの利活用における技術およ
び各国法制度の動向／人類と ICT の未来：シンギュラリティまで 30 年？、他

ホットトピックスに対応する「シンポジウム・セミナー」（5,000 円以上お得）や
「研究会」に会員価格で参加できます。

インターネット、E ビジネス、セキュリティ、ユビキタス・モバイル・情報家電・組込み、ディベンダブル
システム、低消費電力化、リコンフィギャラブルプロセッサ、グリッド、UML・オブジェクト指向・アス
ペクト指向、エージェント、セマンティックウェブ・XML・データマイニング、マルチメディア、エンタテ
イメント・バーチャルリアリティ、e-ラーニング、バイオインフォマティクス、バイオメトリクス、量子コ
ンピューティング・DNA コンピューティング、進化的計算・複雑系、ITS、金融工学・経済物理

他にも会員向けサービスがたくさんあります。詳細は学会Webサイトをご覧ください。

1

4

実務の現場でITを実践する皆様に向けた論文誌「デジタルプラクティス」を
年4回発行しています（オンライン版）。
特集：ビッグデータ活用を支える OSS（4 月刊行）／スマートシティ（7月刊行）／モバイル時代のサービス（10月刊行）
／プライバシーフレンドリーシステム（1月刊行）

2

電子図書館（情報学広場）で「情報処理」の過去の記事を見ることができます。3

5

出版図書が会員割引で購入できます。6

個人会員

賛助会員

一般社団法人 情報処理学会 会員サービス部門
お問い合わせは、 〒101-0062　東京都千代田区神田駿河台 1-5　化学会館 4F

Tel.(03)3518-8370　Fax.(03)3518-8375　mem@ipsj.or.jp

名誉会員：当学会の活動において特別な功績があり、総会で推薦された個人
正 会 員：当学会の目的に賛同して入会した個人で、当学会の中心的会員
学生会員：学校に在学中の個人
ジュニア会員：小学生～大学学部 3年生以下の学生（会費無料）

入会金（正会員のみ）と会費をお振り込みの上、入会申込書をお送りください。理事会で承認後会員証（賛助会員除く）をお送
りします。情報処理学会の会員は、個人会員と賛助会員から構成されています。

当学会の活動をサポートする団体または個人

2014 年度

ホット
トピックス

新規会員

募集中
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人材募集
（有料会告）

申込方法：

 ＊都合により編集させていただく場合がありますので，ご了承ください．
申込期限：毎月 15日を締切日とし翌月号（15日発行）に掲載します．
掲載料金：国公私立教育機関，国公立研究機関  税抜  20,000円（税込  21,600円）

 賛助会員（企業）  税抜  30,000円（税込  32,400円）

 賛助会員以外の企業  税抜  50,000円（税込  54,000円）
 ＊本会誌へ掲載依頼いただいた場合に限り，追加料金 税抜 4,000円（税込 4,320円）で同一内容を 
 　本会Webページに掲載できます．
申 込 先：情報処理学会　会誌編集部門（有料会告係）　E-mail: editj@ipsj.or.jp　Fax (03)3518-8375
 ＊原稿受付の際には必ず原稿受領のお知らせを差し上げています．もし返信がない場合は念の 

　ため確認のご連絡をください．

＊特に指定がないかぎり履歴書には写真を貼付のこと

任意の用紙に件名，申込者氏名，勤務先，職名，住所，電話番号および請求書に記載する「宛名」，
Web掲載の有無などを記載し，掲載希望原稿（［募集職種，募集人員，（所属），専門分野，（担当
科目），応募資格，着任時期，提出書類，応募締切，送付先，照会先］）を添えて下記の申込先へ，
E-mail，Faxまたは郵送にてお申し込みください．

有

料

会

告
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■広島大学大学院工学研究院情報部門

募集人員 准教授　1名
所　　属 情報部門（計算機基礎学）
専門分野 情報セキュリティ，コンピュータネットワークに関する研究分野
担当科目 大学院：情報工学に関する科目から1科目程度，学部：オートマトンと言語理論，計算理論，情報数理基礎，人工知能，計算機ネッ

トワーク，プログラミングなどの情報工学の専門科目から2科目程度
応募資格 （1）博士の学位または外国のPh.D.を有すること，（2）専門分野における十分な研究業績があり，大学院博士後期課程の教育・研究

指導を担当できること，（3）英語・日本語で教育・研究指導ができること
着任時期 2016年5月1日以降のできるだけ早い時期
提出書類 （1）履歴書（現住所，連絡先（電話番号，E-mailアドレス），学歴・資格，職歴，所属学会，賞罰），（2）学界および社会における活動，（3）

論文目録（学位論文，査読付き学術雑誌論文，国際会議発表論文，国際会議の招待講演，総説，著書等に分類し，共著者名，発表
誌・巻号・年月，ページを記載すること．Google Scholar CitationsのMy Citationsページを公開している方はURLを付記してくだ
さい），（4）主要査読付き学術雑誌論文別刷（10編以内，コピー可），（5）現在までの研究の内容と成果（研究論文と対応させて記述
してください，A4用紙2枚以内），（6）受賞名とその内容，（7）特許等とその内容，（8）最近10年間の科学研究費補助金・各種競争
的外部資金の代表者および分担者としての取得状況，（9）今後の研究計画および教育に対する抱負（A4用紙各1枚程度），（10）応募
者に関して意見を伺える方2名以上の氏名と連絡先（住所，所属，電話番号，E-mailアドレス）

応募締切 2015年11月30日（必着）
送付先／照会先 〒739-8527 広島県東広島市鏡山1-4-1　広島大学大学院工学研究院情報部門　教授　中西　透　
   E-mail: t-nakanishi@hiroshima-u.ac.jp　Tel(082)424-7700
   「教員応募書類在中」と朱書し簡易書留
そ の 他 詳細はWebページ（http://www.hiroshima-u.ac.jp/top/saiyo_syusyoku/kyoinkobo/index.html）を参照ください

■神奈川大学理学部情報科学科

募集人員 特別助手　1名（5年の任期制）
専門分野 情報科学
職務内容 専攻分野の研究および教育・研究の補助
応募資格 （1）博士の学位を有する方（採用予定日までに学位取得見込みの方も可）
 （2）着任時に大学，または大学院に在籍している方は応募不可
着任時期 2016年4月1日
提出書類 下記Webページをご覧ください
応募締切 2015年12月4日（必着）
照 会 先 情報科学科　主任　松尾和人　E-mail: k-matsuo@kanagawa-u.ac.jp

そ の 他 （1）特別助手として3年以上の経歴，かつ相当の業績および相応の教育上の能力を有すると認められるときは，任期を限度として，
特別助教に任用される場合があります，（2）任用期間中の教育研究の実績等を総合的に勘案し，必要があると認めるときは，1回
に限り5年間，任用を更新することがあります，（3）提出書類などの詳細はWebページ（http://www.kanagawa-u.ac.jp/employment/

professor/fulltime/）をご覧ください
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　本会の主催・共催行事および協賛・後援記事の次第書（論文募集，参加案内等）の本誌掲載については，下記により有料にて
取り扱っていますのでお知らせします．

記

■掲載条件

件名 内容 掲載単位 掲載料金

論文募集／
参加者募集

国際会議，シンポジウム，ワークショ
ップ，講演会，講習会などの論文募集・
参加者募集

1ページ，1/2 ページ
または 1/4 ページ

（主催・共催）

　1ページ 50,000 円（税込 54,000 円）

　1/2 ページ 30,000 円（税込 32,400 円）

　1/4 ページ 20,000 円（税込 21,600 円）

（協賛）

　広告として取り扱う

人材募集 国公私立教育機関，国公立研究機関，
企業の人材募集

10 行程度 国公私立教育機関，国公立研究機関 20,000 円（税込 21,600 円）

賛助会員（企業） 30,000 円（税込 32,400 円）

賛助会員以外の企業 50,000 円（税込 54,000 円）

＊本会誌へ掲載依頼いただいた場合に限り，追加料金 4,000 円（税込 4,320 円）で同一内容を本会Webページに掲載できます．

■申込方法	 任意の用紙に，件名，申込者氏名，勤務先，職名，住所，電話番号および請求書宛先，Web掲載の有無
	 	 （人材募集のみ）などを記載し，掲載希望原稿を添えて下記の申込先へお申し込みください．

■原稿の書き方

　●行事次第書：	 A4 判カメラレディまたは PDFファイル（フォント埋め込み）とします．
　　　　　　　	 （1ページ）				天地 260mm	×	左右 175mm
　　　　　　　	 （1/2 ページ）天地 130mm	×	左右 175mm
　　　　　　　	 （1/4 ページ）天地		65mm	×	左右 175mm
　　　　　　　	 ＊ A4判以外の原稿は縮小または拡大となりますのでご留意ください．

　●人 材 募 集：	 次の項目を明記し，E-mail または Fax，郵送にてお送りください．
　　　　　　　	 ［募集職種，募集人員，（所属），専門分野，（担当科目），応募資格，着任時期，提出書類，応募締切，送付先，

照会先］
　　　　　　	 ＊なお，都合により編集させていただく場合がありますので，ご了承ください．

■申込期限	 毎月 15 日を締切日とし，翌月号（15日発行）に掲載します．

■掲載料金	 掲載号発行日に料金を請求いたしますので，3カ月以内にお支払いください．

■掲載申込先	 一般社団法人	情報処理学会　会誌編集部門（有料会告係）
	 	 〒 101-0062	東京都千代田区神田駿河台 1-5　化学会館 4F
	 	 E-mail:editj@ipsj.or.jp　Tel（03）3518-8371　Fax（03）3518-8375

◆◆ 有料会告について ◆◆
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 論文誌「社会の変革に挑戦するセキュリティ技術と 11月27日（金） 
 プライバシー保護技術」特集への論文募集  
 http://www.ipsj.or.jp/journal/cfp/16-R.html
 2015年度喜安記念業績賞候補者推薦募集 12月4日（金） 
 http://www.ipsj.or.jp/topics/kiyasu_boshu2015.html
 論文誌「ユビキタスコンピューティングシステム（V）」特集 12月11日（金） 
 への論文募集  
 http://www.ipsj.or.jp/journal/cfp/16-N.html
11月16日（月） 北陸支部研究講演会「サイバー物理システムセキュリティ  当日可 金沢大学自然科学系 
 （Cyber-Physical System Security）」   図書館棟G15会議室 
 http://www.ipsj-hokuriku.gr.jp/index.html
11月20日（金） 第16回セキュリティ心理学とトラスト・ 10月1日（木） 当日のみ 新潟大学駅南キャンパス 
 第70回電子化知的財産・社会基盤合同研究発表会   「ときめいと」 
 http://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/spt16eip70.html   
11月20日（金）～ 第155回アルゴリズム研究発表会 9月24日（木） 当日のみ 指宿市民会館 
11月21日（土） http://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/al155.html
11月24日（火） 連続セミナー 2015　第5回「IoTが未来を創る：データ駆動型経済の夜明け」  定員になり次第  化学会館 
 http://www.ipsj.or.jp/event/seminar/2015/    大阪大学中之島センター
11月24日（火） 第135回システムソフトウェアとオペレーティング・システム・ 10月16日（金） 当日のみ お茶の水女子大学 
 第39回組込みシステム合同研究発表会  
 http://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/os135emb39.html
11月24日（火）～ 第8回Webとデータベースに関するフォーラム（WebDBForum2015） 8月7日（金）  芝浦工業大学 
11月25日（水） http://db-event.jpn.org/webdbf2015/   豊洲キャンパス
11月25日（水）  東海支部主催講演会「スーパーコンピュータを用いたリアルタイム津波予測」   名古屋大学東山キャンパス 
 http://www.ipsj-tokai.jp/   IB電子情報館中棟 IB014 
    講義室（名古屋市）
11月25日（水）～ コンピュータシステム・シンポジウム（ComSys2015） 10月2日（金）  お茶の水女子大学 
11月26日（木） http://www.ipsj.or.jp/sig/os/index.php?ComSys2015
11月26日（木） 第162回データベースシステム研究発表会 10月9日（金） 当日のみ 芝浦工業大学 
 http://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/dbs162.html   豊洲キャンパス
11月26日（木）～ インターネットと運用技術シンポジウム（IOTS2015） 9月3日（木） 当日可 千葉大学西千葉キャン 
11月27日（金） http://www.iot.ipsj.or.jp/iots   パス（千葉県千葉市）
11月27日（金） 情報システムのデザイン論シンポジウム   産業技術大学院大学 
 http://ipsj-is.jp/2015/08/issymposium2015/
11月27日（金）～  グループウェアとネットワークサービスワークショップ 2015  10月23日（金）  ホテルニュー塩原 
11月28日（土） http://www.ipsj.or.jp/sig/gw/gnws2015/   （栃木県那須塩原市）
11月29日（日）～ 第165回ヒューマンコンピュータインタラクション・ 10月5日（月） 当日のみ 大分県別府国際 
11月30日（月） 第48回ユビキタスコンピューティングシステム合同研究発表会   コンベンションセンター 
 http://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/hci165ubi48.html   「BConPlaza」
12月1日（火）  第100回ドキュメントコミュニケーション研究発表会 10月10日（土） 当日のみ セコム本社セコムホール 
 http://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/dc100.html   （東京 ,渋谷）
12月1日（火）～ 第173回システムとLSIの設計技術研究発表会 9月20日（日） 当日のみ 長崎県勤労福祉会館 
12月3日（木） http://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/sldm173.html
12月2日（水） 東海支部主催講演会「ITプロジェクトマネジメント成功の   東桜会館第2会議室 
 ための勘どころ～環境の変化に合わせて，進化するものとは～」   （名古屋市） 
 http://www.ipsj-tokai.jp/
12月2日（水）～ 第109回音声言語情報処理研究発表会 10月19日（月） 当日のみ 名古屋工業大学 
12月3日（木） http://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/slp109.html
12月3日（木）～ 第77回モバイルコンピューティングとパーベイシブシステム・ 10月12日（月） 当日のみ 愛知工業大学 
12月4日（金） 第63回高度交通システムとスマートコミュニティ合同研究発表会   八草キャンパス 
 http://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/mbl77its63.html
12月3日（木）～ 第224回自然言語処理研究発表会  10月13日（火）  当日のみ 名古屋工業大学 
12月4日（金） http://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/nl224.html
12月3日（木）～ 第91回オーディオビジュアル複合情報処理研究発表会  10月16日（金）  当日のみ 神戸大学 瀧川記念 
12月4日（金） http://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/avm91.html   学術交流会館
12月4日（金） 第71回コンピュータセキュリティ研究発表会 10月19日（月） 当日のみ 情報セキュリティ 
 http://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/csec71.html   大学院大学
12月4日（金）～ 第132回コンピュータと教育・ 10月13日（火） 当日のみ JR福井駅前AOSSA 
12月6日（日） 第17回教育学習支援情報システム合同研究発表会    
 http://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/ce132cle17.html
12月5日（土） 第134回情報システムと社会環境研究発表会 10月12日（月） 当日のみ 武蔵大学 
 http://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/is134.html   江古田キャンパス
12月7日（月） 第44回バイオ情報学研究発表会 10月23日（金） 当日のみ 京都大学 
 http://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/bio44.html   iPS細胞研究所
12月11日（金）～ 第38回エンタテインメントコンピューティング研究発表会 10月19日（月） 当日のみ ヤフー株式会社 
12月12日（土） http://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/ec38.html
12月15日（火）～ 第106回数理モデル化と問題解決研究発表会 10月20日（火） 当日のみ 電気通信大学 
12月16日（水） http://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/mps106.html
12月15日（火）～ 第190回ソフトウェア工学研究発表会 10月27日（火） 当日のみ JR博多シティ会議室 
12月16日（水） http://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/se190.html
12月16日（水）  Exciting Coding!2015  定員になり次第  日本マイクロソフト（株） 
  ～ ITスペシャリストが語る　イノベーションの面白さ～    品川オフィス31F
12月16日（水）～ 第152回ハイパフォーマンスコンピューティング研究発表会 10月9日（金） 当日のみ 北海道立 
12月17日（木） http://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/hpc152.html   道民活動センター
12月18日（金） 連続セミナー 2015　第6回「人間中心インタフェース」  定員になり次第  化学会館 
 http://www.ipsj.or.jp/event/seminar/2015/   大阪大学中之島センター

IPSJ カレンダー
　　開催日　　　　　　　　　　　　　名　称　　　　　　　　　　　　　　　　論文等応募締切日　　　参加締切日　　　　開催地
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［トピックス］
10月 15日 人材募集情報（Vol.56 No.11）
10月 15日 会誌「情報処理」Webカタログ（Vol.56 No.11）
10月 14日 2016年度代表会員候補者の募集
10月 11日 ［プレスリリース］コンピュータ将棋プロジェクトの終了宣言
10月 02日 度論文賞候補論文推薦募集
10月 01日 度喜安記念業績賞候補者推薦募集
10月 01日 度長尾真記念特別賞候補者推薦募集
10月 01日 就職情報（広告）のお申し込み受付中
10月 01日 論文誌「ヒトとモノを中心としたセキュアで信頼できる社会に向けて」特集 論文募集
10月 01日 査読システムリニューアルに伴う論文投稿窓口変更のお知らせ

Web ページ（http://www.ipsj.or.jp/）更新情報

　　開催日　　　　　　　　　　　　　名　称　　　　　　　　　　　　　　　　論文等応募締切日　　　参加締切日　　　　開催地
12月19日（土）～ 人文科学とコンピュータシンポジウム「じんもんこん2015」 9月17日（木） 当日可 同志社大学京田辺校地 
12月20日（日） http://jinmoncom.jp/sympo2015/
12月22日（火） 第181回知能システム研究発表会 10月25日（日）  当日のみ 都内 
 http://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/ics181.html
12月26日（土）～ 2015年度教員免許更新講習（冬）  2015/12/7 京都大学 
12月27日（日） http://www.ipsj.or.jp/annai/committee/education/KOSHU2015.html  定員になり次第
 
2016年
 論文誌「エンタテインメントコンピューティング」特集への論文募集 1月6日（水） 
 http://www.ipsj.or.jp/journal/cfp/16-T.html
 2015年度長尾真記念特別賞候補者推薦募集 1月8日（金） 
 http://www.ipsj.or.jp/topics/nagao_boshu2015.html
 論文誌「ゲームプログラミング」特集への論文募集 2月19日（金） 
 http://www.ipsj.or.jp/journal/cfp/16-W.html
 論文誌「ヒトとモノを中心としたセキュアで信頼できる社会に向けて」 2月29日（月） 
 特集への論文募集 
 http://www.ipsj.or.jp/journal/cfp/16-Z.html
1月8日（金）～ 第57回プログラミング・シンポジウム   ラフォーレ倶楽部 
1月10日（日） http://www.ipsj.or.jp/prosym/   伊東温泉湯の庭
1月13日（水）～ 第107回プログラミング研究発表会 11月13日（金） 当日のみ A.R.Kビル  
1月14日（木） http://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/pro107.html
1月18日（月）～ AnnualMeetingonAdvancedComputingSystemandInfrastructure（ACSI2016）   九州大学医学部 
1月20日（水） http://acsi.hpcc.jp/2016/   百年講堂
1月19日（火）～ 第210回システム・アーキテクチャ・ 11月2日（月） 当日のみ 慶應義塾大学 
1月21日（木） 第174回システムとLSIの設計技術合同研究発表会    日吉キャンパス 
 http://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/arc210sldm174.html
1月21日（木）～ 第200回コンピュータビジョンとイメージメディア研究発表会 11月3日（火） 当日のみ 大阪大学 
1月22日（金） http://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/cvim200.html
2月4日（木） ソフトウエアジャパン2016   1月21日（木） 一橋大学 一橋講堂会議室 
 http://www.ipsj.or.jp/event/sj/sj2016/   ／学術総合センター  
    国立情報学研究所
2月4日（木）～ ウィンターワークショップ2016・イン・逗子    湘南国際村センター 
2月5日（金） http://www.ipsj.or.jp/sig/se/event.html
3月3日（木）～ 第32回インターネットと運用技術研究発表会  当日のみ 虹の松原ホテル  
3月4日（金） http://www.iot.ipsj.or.jp/event/iot32-event   （佐賀県唐津市） 
3月10日（木）～ 情報処理学会 第78回全国大会 11月10日 2月10日 慶應義塾大学 
3月12日（土） http://www.ipsj.or.jp/event/taikai/78/   矢上キャンパス
3月11日（金） 国際AIプログラミングコンテストSamurAICoding2015-16WorldFinal  当日可 慶應義塾大学 
    矢上キャンパス
3月14日（月）～ 第191回ソフトウェア工学研究発表会  当日のみ 大阪大学  
3月15日（火） http://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/se191.html   吹田キャンパス
9月7日（水）～ FIT2016 第15回情報科学技術フォーラム   富山大学 
9月9日（金） http://www.ipsj.or.jp/event/fit/fit2016/   五福キャンパス
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2015年度山下記念研究賞表彰（概要）
詳細は学会Webサイト（http://www.ipsj.or.jp/award/sho_index.html）をご覧ください．

　山下記念研究賞は，これまでは研究賞として本学会の研究会およ
び研究会主催シンポジウムにおける研究発表のうちから特に優秀な
論文を選び，その発表者に贈られていたものですが，故山下英男先
生のご遺族から学会にご寄贈いただいた資金を活用するため，平成
6年度から研究賞を充実させ，山下記念研究賞としたものです．受
賞者は該当論文の登壇発表者である本学会の会員で，年齢制限は
ありません．本賞の選考は，表彰規程，山下記念研究賞受賞候補者
選定手続および山下記念研究賞推薦内規に基づき，各領域委員会
が選定委員会となって行います．本年度は 37研究会の主査から推
薦された計 53編の優れた論文に対し，慎重な審議を行い，決定さ
れたうえで，理事会（2015年 7月）および調査研究運営委員会に
報告されたものです．本年度の下記受賞者には，3月 10日に慶應
義塾大学で開催される第 78回全国大会の席上で表彰状，賞牌，賞
金が授与されます．

［コンピュータサイエンス領域］
●移動手段判定のための表現学習を用いたGPS軌跡からの特徴抽
出

　［Webとデータベースに関するフォーラム（WebDB Forum 2014）
（2014/11/20）］（データベースシステム研究会）
　遠藤結城君（正会員）

● LZE++：共有辞書を用いた圧縮データに対するランダムアクセ
スの高速化

　［データ工学と情報マネジメントに関するフォーラム（DEIM2015）
（2015/3/2）］（データベースシステム研究会）
　山室　健君（正会員）

●大規模OSS開発における不具合修正時間の短縮化を目的とした
バグトリアージ手法

　［ソフトウェアエンジニアリングシンポジウム（SES2014）
（2014/9/2）］（ソフトウェア工学研究会）
　柏祐太郎君（正会員）

●Hadoopクラスタの動的構成変更による低電力化手法の提案
　［2014-ARC-210（2014/5/14）］（システム・アーキテクチャ研究
会）
　小野貴継君（正会員）

●ブルーム・フィルタを用いたメモリ・アクセス順序違反検出

　［2014-ARC-212（2014/10/7）］（システム・アーキテクチャ研究
会）
　倉田成己君（正会員）

●ブロックストレージとの組み合わせによるメモリストレージ容量

拡張手法

　［コンピュータシステム・シンポジウム（ComSys2014）
（2014/11/20）］（システムソフトウェアとオペレーティング・シ
ステム研究会）
　追川修一君（正会員）

● 3996トランジスタにおけるNBTI劣化の統計的ばらつき
　［DAシンポジウム 2014（2014/8/28）］（システムと LSIの設計
技術研究会）
　粟野皓光君（学生会員）

●トポロジー可変な遅延モニタ回路を用いたトランジスタ毎の静的

及び動的特性ばらつきの評価

　［DAシンポジウム 2014（2014/8/28）］（システムと LSIの設計
技術研究会）
　Islam A.K.M. Mahfuzul君（正会員）

●GPU間マイグレーションによる効率的な並列実行
　［2014-HPC-145（2014/7/30）］（ハイパフォーマンスコンピュー
ティング研究会）
　鈴木太一郎君（学生会員）

● XcalableACC: OpenACCを用いたアクセラレータクラスタのた
めの PGAS言語 XcalableMPの拡張
　［2014-HPC-146（2014/10/2）］（ハイパフォーマンスコンピュー
ティング研究会）
　中尾昌広君（正会員）

● Rubyにおけるライトバリアのないオブジェクトを考慮した世代
別インクリメンタルGCの実装
　［（2014/11/10）］（プログラミング研究会）
　笹田耕一君（正会員）

● (Total) Vector Domination for Graphs with Bounded 
Branchwidth　
　［2014-AL-148（2014/6/13）］（アルゴリズム研究会）
　石井利昌君（正会員）

● An exhaustive search and stability of sparse estimation for 
feature selection problem
　［2014-MPS-100（2014/9/25）］（数理モデル化と問題解決研究会）
　永田賢二君（正会員）

●電力消費振る舞いのロジック・モデル検査

　［2014-EMB-34（2014/9/17）］（組込みシステム研究会）
　中島　震君（正会員） 

［情報環境領域］
●広帯域離散OFDM技術における適応変調制御方式の基本性能評
価

　［マルチメディア通信と分散処理ワークショップ 2014
（2014/12/9）］（マルチメディア通信と分散処理研究会）
　新保宏之君（正会員）

● P2P型センサデータストリーム配信システムにおける耐障害性
向上のための複製ノード配置手法の検討

　［マルチメディア通信と分散処理ワークショップ 2014
（2014/12/10）］（マルチメディア通信と分散処理研究会）
　川上朋也君（正会員）

●データフロービジュアル言語を用いた情報可視化システムの開発

環境

　［2015-HCI-162（2015/3/14）］（ヒューマンコンピュータインタラ
ション研究会）
　伊藤隆朗君（学生会員）

●鏡面反射成分を持つ大域照明画像のノイズ除去フィルタリング及

びアップサンプリング

　［Visual Computing / グラフィクスと CAD合同シンポジウム
2014（2014/6/30）］（グラフィクスと CAD研究会）
　徳吉雄介君（正会員）

●線形ブレンドスキニングにおける補助骨の姿勢最適化

　［2014-CG-157（2014/11/20）］（グラフィクスと CAD研究会）
　向井智彦君（正会員）
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●動物園におけるセンサーデータ活用に向けた飼育管理システムの

開発

　［2014-IS-130（2014/12/8）］（情報システムと社会環境研究会）
　吉田信明君（正会員）

●近似直線を用いたダブル配列の圧縮法

　［2014-IFAT-115（2014/8/1）］（情報基礎とアクセス技術研究会）
　神田峻介君（学生会員）

●仮想物を残像として用いたMRマニュアルとそのオーサリング
ツール

　［マルチメディア，分散，協調とモバイルシンポジウム 
(DICOMO2014)（2014/7/10）］（グループウェアとネットワーク
サービス研究会）
　遠藤裕之君（正会員）

●音声認識による認知症・発達障害スクリーニングは可能か？ －
言語能力測定システム "言秤 "の提案－
　［グループウェアとネットワークサービスワークショップ 2014
（2014/11/28）］（グループウェアとネットワークサービス研究会）
　宮部真衣君（正会員）

● Extracting Condition-Opinion Relations in Online Reviews
　［2015-DD-97（2015/3/30）］（ドキュメントコミュニケーション
研究会）
　中山祐輝君（学生会員）

● 3次元距離センサと無線 LANを用いた屋内位置推定
　［マルチメディア，分散，協調とモバイルシンポジウム 

(DICOMO2014)（2014/7/11）］（モバイルコンピューティングと
パーベイシブシステム研究会）
　伊藤誠悟君（正会員）

●桜センサ：車載スマートフォンによる画像処理に基づいた桜景観

の良い道路区間の抽出

　［2014-MBL-72（2014/8/29）］（モバイルコンピューティングとパ
ーベイシブシステム研究会）
　玉井森彦君（正会員）

●差分プライバシー基準に基づく情報秘匿手法の一考察

　［マルチメディア，分散，協調とモバイルシンポジウム
（DICOMO2014）（2014/7/9）］（コンピュータセキュリティ研究
会）
　寺田雅之君（正会員）

● RC4に対する平文回復攻撃の改良
　［コンピュータセキュリティシンポジウム（CSS2014）
（2014/10/23）］（コンピュータセキュリティ研究会）
　大東俊博君（正会員）

●セキュアブート＋認証による車載制御システムの保護

　［2014-ITS-58（2014/9/19）］（高度交通システムとスマートコミ
ュニティ研究会）
　竹森敬祐君（正会員）

●スマートフォンを用いた電気自動車およびハイブリッド車の接近

検知手法

　［2014-UBI-43（2014/7/29）］（ユビキタスコンピューティングシ
ステム研究会）
　高木　雅君（学生会員）

●安定歩行区間に基づく歩行軌跡推定手法

　［2014-UBI-44（2014/10/15）］（ユビキタスコンピューティングシ
ステム研究会）
　梶　克彦君（正会員）

● Android端末を利用した乳幼児見守りシステム
　［インターネットと運用技術シンポジウム（IOTS2014）
（2014/12/4）］（インターネットと運用技術研究会）
　齊藤　桂君（正会員）

●運用の効率化を目的としたネットワーク構成管理と自動設定の実

現

　［2015-IOT-28（2015/3/6）］（インターネットと運用技術研究会）
　近堂　徹君（正会員）

●オンラインショッピング時の情報セキュリティ技術に関する安心

感調査のための指標作成の検討

　［コンピ ュータセ キュリティシン ポ ジ ウム (CSS2014)
（2014/10/24）］（セキュリティ心理学とトラスト研究会）
　西岡　大君（正会員）

●車載カメラ俯瞰映像における立体物消失回避技術

　［2014-CDS-11（2014/8/29）］（コンシューマデバイス＆システム
研究会）
　樋口晴彦君（正会員）

●遠隔多人数会話のための発話音源定位分散の効果

　［2015-DCC-9（2015/1/27）］（デジタルコンテンツクリエーショ
ン研究会）
　野口康人君（学生会員）

［メディア知能情報領域］
●意味と構造の構成演算と類似度学習における非線形性

　［2015-NL-220（2015/1/20）］（自然言語処理研究会）
　椿　真史君（学生会員）

●コトDBに基づく非定型業務の協創支援システムの構築
　［2014-ICS-176（2014/7/23）］（知能システム研究会）
　西村拓一君（正会員）

● Modeling Spatiotemporal Correlations between Video 
Saliency and Gaze Dynamics
　［2014-CVIM-192（2014/5/16）］（コンピュータビジョンとイメー
ジメディア研究会）
　米谷　竜君（正会員）

●因果指標と偏正準相関分析

　［2014-CVIM-194（2014/11/21）］（コンピュータビジョンとイメ
ージメディア研究会）
　原田達也君（正会員）

●「コンピュータサイエンスフィールドガイド」CSアンプラグド
を活用した情報科学学習サイト

　［情報教育シンポジウム (SSS2014)（2014/8/24）］（コンピュータ
と教育研究会）
　兼宗　進君（正会員）

●コンピューティングを基盤とした情報教育の再規定

　［情報教育シンポジウム (SSS2014)（2014/8/25）］（コンピュータ
と教育研究会）
　久野　靖君（正会員）

●二十一代集シソーラスのための漸近的語彙対応システムの開発

　［人文科学とコンピュータシンポジウム（じんもんこん 2014）
（2014/12/13）］（人文科学とコンピュータ研究会）
　山元啓史君（正会員）
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●遷画：展示の数学モデルに基づく参加型アーカイブの分析とミュ

ージアムでの展開

　［人文科学とコンピュータシンポジウム（じんもんこん 2014）
（2014/12/13）］（人文科学とコンピュータ研究会）
　北本朝展君（正会員）

●潜在共通構造モデルに基づく音響信号間アライメント

　［2014-MUS-103（2014/5/24）］（音楽情報科学研究会）
　前澤　陽君（正会員）

●無矛盾性規準に基づく連続ウェーブレット変換スペクトログラム

への位相推定法と高速化

　［2014-MUS-103（2014/5/24）］（音楽情報科学研究会）
　中村友彦君（学生会員）

●行列変量正規分布の混合モデルとその声質変換への応用

　［2014-SLP-102（2014/7/26）］（音声言語情報処理研究会）
　齋藤大輔君（正会員）

●サプライチェーンにおける情報セキュリティの研究

　［2014-EIP-65（2014/9/18）］（電子化知的財産・社会基盤研究会）
　久保知裕君（正会員）

●将棋名人のレーティングと棋譜分析

　［ゲームプログラミングワークショップ（GPW2014）（2014/11/7）］
（ゲーム情報学研究会）
　山下　宏君（正会員）

●平均文字は美しい

　［エンタテインメントコンピューティング 2014（2014/9/13）］（エ
ンタテインメントコンピューティング研究会）
　中村聡史君（正会員）

●マイクロタスク埋め込み型音楽ゲームの提案

　［2014-EC-34（2014/12/19）］（エンタテインメントコンピューテ
ィング研究会）
　三輪聡哉君（学生会員）

●Network Completion for Static Gene Expression Data
　［2015-BIO-41（2015/3/20）］（バイオ情報学研究会）
　仲嶋なつ君（正会員）

●大学連携における学生意識調査から得られた学生タイプに関する

検討

　［2014-CLE-13（2014/5/16）］（教育学習支援情報システム研究会）
　徳野淳子君（正会員）

 広告を IPSJ メールニュースで配信しています．本会会員が主な読者なので，ターゲットを絞った広告に最適です．
　　●配 信 数：約 29,000 通（原則毎週月曜日配信）
　　●読 者 層：本会会員および非会員
　　●形 式：テキストのみ．等幅半角 70 字 ×5 行．URL を入れてください．
　　●掲載位置：ヘッダ（目次の上）
　　　　　　　　フッタ（本文の最下行）
　　●掲 載 料：ヘッダ：1 回 50,000 円（税込 54,000 円）※3 社限定
　　　　　　　　フッタ：1 回 20,000 円（税込 21,600 円）
　　　　　　　　※ それぞれ行数超過については別途相談
　　●申 込 先：［広告代理店］
　　　　　　　　アドコム・メディア（株）E-mail: sales@adcom-media.co.jp
　　　　　　　　〒 169-0073 東京都新宿区百人町 2-21-27　Tel(03)3367-0571　Fax(03)3368-1519
　　　　　　　　または，情報処理学会 会誌編集部門　E-mail: editj@ipsj.or.jp　Tel(03)3518-8371
　　●申込締切：毎週水曜日締切，翌週月曜日配信となります．
　　●見 本：
　　　　　　　　　━［広告］━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
　　　　　　　　　　　　　　　　　　■■■　　○○セミナー　　■■■
　　　　　　　　　開催日時：1 月 10 日（火）・11 日（水）・12 日（木）13：00 〜 17：00
　　　　　　　　　会場：○○コンベンションセンター
　　　　　　　　　会費：情報処理学会会員の方には割引があります．
　　　　　　　　　詳細はこちらをご覧ください：http://www........com/
　　　　　　　　　━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━［広告］━

IPSJ メールニュースへ広告を出しませんか？
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【一般論文】
■	最適化手法を用いた移動体の順序付け方式	─公平性を考慮した
遅延最小化─	 澤田めぐみ	他

■	複数ナップサック割当問題の厳密解法	 片岡靖詞
■	Matrix	Network:	a	New	Data	Structure	for	Efficient	Enumeration	
of	Microstates	of	a	Genetic	Regulatory	Network	 Xiao	Cong他

■	車車間通信を用いた車両間協調による周辺車両群の存在把握
	 	 藤田　敦	他
■	車車間通信による近接車両間協調動作とセルラネットワークを
用いた低サーバ負荷車載カメラ画像提供手法	 松本克也	他

■	HMM-based	Attacks	on	Google's	ReCAPTCHA	with	Continuous	
Visual	and	Audio	Symbols	 Shotaro	Sano 他

■	カーネルロジスティック回帰を用いたC型慢性肝炎の肝線維化
ステージ推定	 大崎美穂	他

■	動きの突発性と多様性に基づく熱帯魚の生命的アニメーション
システム	 里井大輝	他

■	線形ブレンドスキニングのための例示ベース補助骨リグ構築
	 	 向井智彦
■	YOUPLAY:	インタラクティブな演出を用いた観客参加型演劇 *
	 	 磯山直也	他
■	Mnemonic	DJ:	暗記学習のための替え歌自動生成システム
	 	 伊藤悠真	他
■	応答タイミングを考慮した英会話練習のための音声対話型英語
学習システム	 鈴木直人	他	

	*	：推薦論文　Recommended	Paper
†	：テクニカルノート　Technical	Note

論文誌ジャーナル掲載論文リスト
Vol.56 No.11（Nov. 2015）

【論文誌 コンピューティングシステム Vol.8 No.4】
■	スーパーコンピュータ「京」を用いたアプリケーション性能特
性と使用電力の相関解析	 黒田明義	他

■	消費電力を考慮した「京」の運用方法の検討	 宇野篤也	他
■	A	 Game	 Theoretic	 Approach	 to	 Power	 Reduction	 in	
Distributed	Storage	Systems	 Koji	Hasebe	他

■	直接網において複数の通信デバイスを有効に使用する隣接通信
アルゴリズムの提案	 森江善之	他

■	密結合並列演算加速機構TCAによるGPU間直接通信における
Collective 通信の実装と性能評価	 松本和也	他

■	接触による粒子間相互作用のGPU計算での近傍探索手法	
	 	 渡辺勢也	他
■	アクセラレータ向け並列言語 XcalableACC における TCA/
InfiniBand ハイブリッド通信	 小田嶋哲哉	他

■	帯行列の一般化固有値問題向け分割統治法	 廣田悠輔	他
■	Hybrid	Numerical	Solvers	 for	Massively	Parallel	Eigenvalue	
Computation	and	Their	Benchmark	with	Electronic	Structure	
Calculations	 Hiroto	Imachi 他

■	周回積分を用いた固有値解法の円弧領域に対する拡張
	 	 前田恭行	他

	 	

【Transactions on Computer Vision and Applications Vol.7】
■	Auxiliary	Training	Information	Assisted	Visual	Recognition
	 	 Qilin	Zhang	他
■	Human	behavior	recognition	in	a	shopping	setting
	 	 Ronan	Sicre	他

【論文誌 数理モデル化と応用 Vol.8 No.3】
■	非線形な潜在曲線モデルを応用した SQL インジェクション攻
撃の特徴抽出	 松田　健

■	ソーシャルキュレーションデータを用いた画像コンテクストマ
イニング	 木村昭悟	他

■	画家の作風を考慮することができる絵画風画像自動生成システ
ム PAINT-IT	 斎藤　翠	他

　　論文誌トランザクション掲載論文リスト
（Nov. 2015）
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〔3〕E-mail:

〔4〕業種： （a）企業（サービス業）　（b）企業（製造業）　（c）研究機関　（d）教育機関（大学・高専など）
 （e）学生　（f）学生（ジュニア会員）　（g）その他 …………………………………………………………………………………………… 4-［ 　　］   
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　（a）実名可（氏名のみ掲載）　（b）匿名希望　（c）掲載を希望しない ………………………………………………………………………………… 9-［ 　　］   

〔10〕今月号（2015 年 12 月号）の記事は良かったですか．下記の記事すべてについて評価をご回答ください．
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特集：プログラミング言語 Ruby の最新動向
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　3．さまざまな Ruby 処理系 ………………………………………………………………………………………………………………………………… 10-5-［ 　　］
　4．Ruby on Rails と Web アプリケーション開発の変遷 ………………………………………………………………………………………………… 10-6-［ 　　］
　5．Ruby による Domain Specific Language の実際 ……………………………………………………………………………………………………… 10-7-［ 　　］
　6．Ruby を使った組込みソフト開発 ……………………………………………………………………………………………………………………… 10-8-［ 　　］
　7．プログラミングをスポーツ少年団のように広めたい ………………………………………………………………………………………………… 10-9-［ 　　］
　8．Rails Girls とその背景 ……………………………………………………………………………………………………………………………………… 10-10-［ 　　］
　9．Ruby City MATSUE から始まった松江市，島根県の取り組みと成果 ………………………………………………………………………………… 10-11-［ 　　］
　10．大手システムインテグレータにおける Ruby 活用事例 ……………………………………………………………………………………………… 10-12-［ 　　］
　11．Ruby の 20 年，Ruby のこれから ……………………………………………………………………………………………………………………… 10-13-［ 　　］
特別解説：ICFP プログラミングコンテスト優勝・準優勝報告 …………………………………………………………………………………………… 10-14-［ 　　］
女子部が行く！ ─学会探訪記─：第 4 回　デジタルプラクティス編集委員会  ………………………………………………………………………… 10-15-［ 　　］
ぺた語義：“教育の情報化” に対応した教員養成 …………………………………………………………………………………………………………… 10-16-［ 　　］
ぺた語義：独自ツールキットを用いたゲーム制作教育への取り組み……………………………………………………………………………………… 10-17-［ 　　］
ぺた語義：ある 1 つの〈革命〉の話 ………………………………………………………………………………………………………………………… 10-18-［ 　　］
学会活動報告：パラリンピックならぬ，「パラ研究会」の立ち上げ ……………………………………………………………………………………… 10-19-［ 　　］
IT 好き放題：IT がもたらす余剰労働力 ……………………………………………………………………………………………………………………… 10-20-［ 　　］
ビブリオ・トーク：Algorithms Unlocked …………………………………………………………………………………………………………………… 10-21-［ 　　］
会議レポート：SWoPP 2015 開催報告 ………………………………………………………………………………………………………………………… 10-22-［ 　　］
会議レポート：DICOMO2015 シンポジウムの舞台裏 ……………………………………………………………………………………………………… 10-23-［ 　　］
会議レポート：IFIP TC3 カンファレンス 2015 の参加報告 ………………………………………………………………………………………………… 10-24-［ 　　］
会誌編集委員会女子部…………………………………………………………………………………………………………………………………………… 10-25-［ 　　］
連載漫画：IT 日和………………………………………………………………………………………………………………………………………………… 10-26-［ 　　］
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〔11〕本号で最も良かった記事は何ですか？　上記〔10〕の設問の記事番号から１つだけ選び（例：10-8 の記事の場合は「8」と記入），その理由をご回答く
ださい．上記に掲載されていない記事の場合はタイトルを直接ご記入ください．
　〔11-1〕良かった記事 ………………………………………………………………………………………………………………………………………… 11-1-［ 　　］   
　〔11-2〕この記事に対する貴方の立場：a）専門家　b）非専門家 ……………………………………………………………………………………… 11-2-［ 　　］   
　〔11-3〕選んだ理由（下記から，いくつでも選択可） ……………………………………………………………………………………………… 11-3-［ 　　　　　］   
　　　a) 技術・研究動向がよく分かった　b）知的興味をかきたてられた　c) 新たな知識を得ることができた　d) 内容が平易で理解しやすかった
　　　e) その他（具体的に下記にご記入ください）

〔12〕本号で最も良くなかった記事は何ですか？　上記〔10〕の設問の記事番号から１つだけ選び（例：10-8 の記事の場合は「8」と記入），その理由をご回
答ください．上記に掲載されていない記事の場合はタイトルを直接ご記入ください．
　〔12-1〕良くなかった記事 …………………………………………………………………………………………………………………………………… 12-1-［ 　　］   
　〔12-2〕この記事に対する貴方の立場：a）専門家　b）非専門家 ……………………………………………………………………………………… 12-2-［ 　　］   
　〔12-3〕選んだ理由（下記から，いくつでも選択可） ……………………………………………………………………………………………… 12-3-［ 　　　　　］   
　 　　a) 記事の内容に誤りがあった　b) ありきたりの内容だった　c) 記事が難しすぎた　d) 何を言いたいのか分からなかった　e）宣伝の意図が強すぎる
　　 　f) テーマに興味が持てなかった　g）その他（下記に具体的にご記入ください）

〔13〕今月の特集に対する貴方の立場を教えてください．
　〔13-1〕プログラミング言語 Ruby の最新動向：a）専門家　b）非専門家 …………………………………………………………………………… 13-1-［ 　　］

〔14〕設問〔10〕で読んでいないと答えた記事について，その理由を教えてください．

〔15〕会誌に対するご意見やご感想，著者への質問，巻頭コラムに登場してほしい人物，今後取り上げてほしいテーマなどありましたらご記入ください．
　　（スペースが足りない場合はお手数ですが別紙を追加してください）

　一般社団法人		情報処理学会（本部）　※支部所在地等詳細はリンクされている各支部ページでご参照ください．
　〒 101-0062	東京都千代田区神田駿河台 1-5　化学会館 4F　　Fax(03)3518-8375　http://www.ipsj.or.jp/

担　当 E-mail Tel（ダイヤルイン） 取り扱い内容
■	会員サービス部門

会　員 mem@ipsj.or.jp 03-3518-8370 入会，会費，変更連絡，退会，在会証明，会員証，会誌配布，会員特典，会費等口座振替，
海外からの送金，賛助会員，電子図書館

■	会誌編集部門

会誌編集 editj@ipsj.or.jp 03-3518-8371 会誌「情報処理」の掲載内容，広告掲載，転載許可，出版，論文誌（デジタルプラクティス）
の編集・査読，DP レポート，コンピュータ博物館（情報処理技術遺産），著作権

図　書 tosho@ipsj.or.jp 03-3518-8374 出版物購入

■	研究部門

論文誌 editt@ipsj.or.jp
03-3518-8372

論文誌（ジャーナル／ JIP ／トランザクション）の編集・査読

調査研究／
国際／教育 sig@ipsj.or.jp 研究会登録，研究発表会，研究グループ，シンポジウム，国際会議，IFIP 委員会，

情報処理教育委員会，アクレディテーション対応，認定情報技術者制度
■	事業部門

事　業 jigyo@ipsj.or.jp
03-3518-8373

全国大会，FIT，プログラミングコンテスト，プログラミング・シンポジウム，協賛・後援

技術応用 event@ipsj.or.jp 連続セミナ，短期セミナ，IT フォーラム，ソフトウエアジャパン，その他講習会

■	管理部門

総務／庶務 soumu@ipsj.or.jp

03-3518-8374

総会・理事会，支部，選挙，総務系選奨，関連団体，アドバイザリーボード

経　理 keiri@ipsj.or.jp 出納，送金連絡

システム企画 sys@ipsj.or.jp システム企画，セキュリティ，電子化委員会，電子図書館，IPSJ メールニュース

■	情報規格調査会

規格部門
問合せフォーム
https://www.itscj.ipsj.or.jp/contact/
index.html

ISO/IEC	JTC	1 での情報技術の標準化業務
〒 105-0011	東京都港区芝公園 3-5-8　機械振興会館 308-3
Tel	(03)3431-2808　Fax	(03)3431-6493　http://www.itscj.ipsj.or.jp/

■ 各種問合せ先 ■
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■ 編集室 ■

　会誌編集委員の任期は 4年である．3年目も半ば過ぎた

ころ，そろそろもう 1つ特集記事を企画しなければと人知

れず焦っていた編集子は，専門がプログラミング言語であ

ることから，漠然とRuby をテーマにしたものを考えてい

た．そんな 2014 年の 12 月 9 日に，松江市で開催されてい

たとある研究会（DPSWS2014）で，高尾さんの Ruby プ

ログラム少年団の話を聞く機会があった．そこで上記特集

の妄想を話し寄稿を打診したところ快諾していただいた．

一歩前進である．とはいえ，特集全体の構成をどうするか

については，Ruby 界に通暁していなければならず，編集

子には荷が重い．そこで，実は最初から当てにしていた笹

田さんにメールを出してみたところ，思惑通りゲストエ

ディタに引き込むことに成功した．ついで笹田さんが高橋

さんを甘く勧誘し，2015 年 1 月末にはエディタの体制が

ともかくも固まった．2月 10 日の編集委員会に間に合う

よう提案書を急造して提出したみたところ，12 月号掲載

ということで無事に承認された．ただし，座談会を実施す

べしという重く苦しい条件付きであった．承認されて安心

したわけではないが，なんら進捗せずに 4月になってし

まった．焦燥のあまりここはメールとかではなく 3人で会

合して一気に詳細を決めてしまおうと，4月 17 日に丸の

内は JP タワーの 12 階に不退転の決意をもって集結した．

そこで構成と執筆者候補と執筆依頼内容がとにもかくにも

決まり，7月末初稿締切に向けて，ようやく始動すること

ができた．懸案の座談会については，松本さんのスケジュー

ルを確保できるかどうかが最大の課題であった．しかしそ

れは笹田さんがあっさり調整してくれて 6月 23 日の夕方

5時半から 8時までで実施することとなり，参加者も加藤

さん千葉さん増原さんとプログラム言語界の論客を揃える

ことができた．最後になるが，世界に浸透した Ruby は不

滅といっていい．ここまで普及した言語は決して消滅しな

い．とりあえず 10 年後にもう一度 Ruby 特集を組んでく

れることを，まだ見ぬ編集委員に期待してやまない．

	 （小野寺民也／本特集エディタ）

次号（1 月号）予定目次
編集の都合により変更になる場合がありますのでご了承ください．

「特集」自然言語処理技術の現状と展望─エラー分析プロジェクトを通して─
エラー分析プロジェクト Project	Next	NLP の紹介／形態素解析／構文解析／述語項構造解析／固有表現抽出／言い換え技術─

同じ意味を持つ異なる言語表現を扱う─／語義曖昧性解消／知識獲得／ Project	Next	IR ─情報検索の失敗分析─／自動要約

の誤り分析／情報抽出─商品の属性値抽出タスクのエラー分析─／レビュー解析─誤り分析はプロセスかプロダクトか？─／

Web 応用／ロボットは東大に入れるか─代々木ゼミナール	センター模擬試験による中間評価─／翻訳／日本語校正／英文校正

／対話システムにおけるエラー分析─雑談対話コーパスの収集と対話破綻検出─

解説：暗号を解かずにデータ処理─準同型暗号の仕組みと産業応用─	…………………………………………………下山武司

解説：ICT社会を支える時刻同期技術	 ……………………………………………………………………………………岩間　司

教育コーナー：ぺた語義

連　載：古機巡礼 /二進伝心／ビブリオ・トーク／女子部が行く！／会誌編集委員会女子部

コラム：巻頭コラム／シニアコラム：IT好き放題

会議レポート：Ubicomp/ISWC2015 参加報告／MIRU	2015 開催報告／ ICFP	2015	参加報告
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掲載広告カタログ・資料請求用紙

お
フ リ ガ ナ

名 前

勤 務 先　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所属部署

所 在 地　　（〒　　　　-　　　　）

　　　　　　TEL（　　　　　　）　　　　　-　　　　　　　　　　FAX（　　　　　　）　　　　　-

ご専門の分野

　掲載広告の詳しい資料をご希望の方は，ご希望の会社名にチェック ☑ を入れ，送付希望先をご記入の上，Fax にて（ま
たは E-mail にて必要事項を記入の上）アドコム・メディア（株）宛にご請求ください．

■「情報処理」　56 巻 12 号　掲載広告（五十音順）

■「情報処理」
発　　行	 一般社団法人	情報処理学会
発行部数	 20,000 部
体　　裁	 A4 判
発 行 日	 毎当月 15 日
申込締切	 前月 10 日
原稿締切	 前月 20 日
広告原稿	 完全版下データ
原稿寸法	 1 頁	 天地 260mm×左右 180mm
	 1/2 頁	 天地 125mm×左右 180mm
雑誌寸法	 天地 297mm×左右 210mm

■広告料金表
掲載場所 4色 2色 1色

表 2 330,000 円
（税込 356,400 円） ─ ─

表 3 275,000 円
（税込 297,000 円） ─ ─

表 4 385,000 円
（税込 415,800 円） ─ ─

表 2対向 300,000 円
（税込 324,000 円） ─ ─

表 3対向 265,000 円
（税込 286,200 円）

190,000 円
（税込 205,200 円）

155,000 円
（税込 167,400 円）

前付 1頁 250,000 円
（税込 270,000 円）

165,000 円
（税込 178,200 円）

135,000 円
（税込 145,800 円）

前付 1/2 頁 ─ ─ 80,000 円
（税込 86,400 円）

前付最終 ─ ─ 148,000 円
（税込 159,840 円）

目次前 ─ ─ 148,000 円
（税込 159,840 円）

差込
（A判 70.5kg 未満　1枚）

275,000 円（税込 297,000 円）

差込
（A判 70.5kg ～ 86.5kg　1 枚）

350,000 円（税込 378,000 円）

同封
（A判　1枚）

350,000 円（税込 378,000 円）

＊原稿制作が必要な場合には別途実費申し受けます．
＊同封のサイズ・割引の詳細についてはお問合せください．

お問合せ・お申込み・資料請求は

　広告総代理店 アドコム・メディア（株）
　Tel.03-3367-0571　Fax.03-3368-1519　E-mail: sales@adcom-media.co.jp　　

 

■問合せ・お申込み先
〒 169-0073		東京都新宿区百人町 2-21-27

アドコム・メディア（株）（Tel/Fax/E-mail は下に記載）

■資料送付先

掲載広告の資料請求

広告のお申込み

□インタフェース ……………………………… 表 2
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本会をご支援いただいております賛助会員をご紹介いたします．
Webサイト（http://www.ipsj.or.jp/annai/aboutipsj/sanjo.html）「賛助会員一覧」のページからも

各社へリンクサービスを行っておりますので，ぜひご覧ください．

照会先　情報処理学会　会員サービス部門　E-mail: mem@ipsj.or.jp　Tel.(03)3518-8370

賛助会員のご紹介 

●●● 賛助会員（3 〜 9口）

NTT データ（株） 沖電気工業（株） 楽天（株） 情報サービス産業協会 NTT コムウェア（株）

（株）うえじま企画 三美印刷（株） ソニー（株） パナソニック（株） （株）フォーラムエイト

●●● 賛助会員（20 〜 50口）

（株）日立製作所 富士通（株） 日本電気（株）

三菱電機（株） （株）サイバーエージェント （株）東芝

日本アイ・ビー・エム（株）

●●● 賛助会員（10 〜 19口）

（株）リクルートホールディングス グーグル（株） グリー（株） （株）NTTドコモ

日本電信電話（株） 日本マイクロソフト（株）
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